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慶應義塾大学病院のAIホスピタルの目標

近年急速に進歩してきた様々なICT、AI技術を病院内に実装・
統合し、実現可能なAIホスピタルモデルを構築する。

これにより、現場の効率化を図りながら以下の良質な医療を
提供していくことを目指す。

1.  患者に安心・安全な医療の提供

2. 患者に高度で先進的な医療サービスの提供

3.  医師・医療スタッフの負担軽減

4.  地域・在宅の高度なサポート

キーワード：Connected, Automation, Sensing, data Sharing, E-Consent

CASE



2. 自動音声口述筆記による
コミュニケーション支援

1. セキュリティーの高い
医療情報データベースの構築

詳細な患者情報に基づく効果的効率的医療の提供

4. 患者情報の共有化（遠隔・在宅）

研究課題の設定

3. ロボットによる医療従事者
の負担軽減

超音波



1. セキュリティーの高い

医療情報データベースの構築
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1. 秘密分散技術を用いた医療情報のクラウド保存システム

• 慶應病院は秘密分散技術の検証を担当

• 2019/9月 院内情報システム委員会で試験運用が承認された

• 2019/10月 専用回線を敷設、

• 2019/11月 サーバを慶應病院情報システム部の電カルサーバ室に設置

• 2020/1月 ユースケースの実証検証開始し、3月に総合評価を施行

• 2020年下期 SS-MIX2 DWH（研究用）を用いて検証

情報通信総合研究所との共同研究



自科検査画像

Non-Dicom

文書管理

Non-Dicom

病理システム

Report

放射線レポート

Report

内視鏡システム

PACS

Dicom

VNA（統合画像サーバー）

Dicom/Non-Dicom

統合Viewer

電子カルテ

病名・検体検査、薬剤、患者情
報
カルテ記載・手術記録・放射線
治療記録・化学療法・退院サマ
リ
バイタルデータ

ＤＷＨ

ＪＰＥＧ
ＰＤＦ

ＩＣＵモニタ

ＷＥＢサー
バー

ＰＨＲサービ
ス

Medaca
（メディカル
データカード)

DICOM画像

画像系 診療系

診療データ

診療データ

２.患者医療情報の統合化

・2019年度までの開発で、各部門システムデータは、VNAへ送信可能な状態
・2020/3月に自科検査画像、生理機能検査、病理レポートも接続完了
・2020年度下期より、一部診療科で電子カルテ情報の統合ビューア表示運用開始予定

患者医療情報の統合化



3. デジタルパソロジー診断システム

ガラス標本スライド

デジタル病理スキャナー デジタル病理画像
保管管理システム

デジタル病理表示PC

2019年度導入済み 2020年度導入手続き中

デジタル病理診断システム（ClassⅡ医療機器）
※2020年1月現在、ClassⅡを取得している唯一のPMDA承認の医療機器

デジタル病理システムの導入と今後の発展

①最適なデジタルワーク
フローの検討

HL7による双

方向連携

病院システム

②診断用高解像度
画像の応用検討

ガラス標本

ピクセルデータ

③最適なデジタルワーク
プレイスの検討

AI時代の最適なデジタルワークフローとその応用

Computational
Pathology

2020年度下期から
実運用開始予定



2. 自動音声口述筆記による

コミュニケーション支援
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研究対象項目

取組状況 ：カルテ記載と対応する対話範囲の推定について取り組み中

医師 「これまで糖尿病以外で何かご病気と言われたことはありますか。」
患者 「コレステロールが高いのと、尿酸値も少し高くなって。」
患者 「尿酸値の方は今はもう落ち着いてきています。」
医師 「そうなんですね。わかりました。」

重要情報抽出

データ構造化

カルテ項目 部位 状態 補足情報

既往症 コレステロール ＋

尿酸値 回復傾向

家族歴 糖尿病の合併症 祖母

体重歴 体重 20歳頃、50キロ
最大 54キロ

生活歴
（タバコ）

- 喫煙歴なし

・・・・

構造化データの例

模擬診察カルテ

フォーマットをベー
スに決定医師 「次に、ご家族で糖尿病と言われたっていう方いらっしゃいます。」

患者 「父方の祖母が亡くなる前に糖尿の合併症に。」
医師 「そうでしたか。」

医師 「体重に関してですが、20歳のときに何キロぐらいだったか覚えてますか。」
患者 「だいたい50キロくらいです。」
医師 「あと今まで人生で一番太ってたので何キロぐらいあったか覚えてます。」
患者「54kgぐらい。」

医師 「これまで/糖尿病/以外/で/何か/ご病気/と/言われ言われた/こと/あります

か。」
患者 「コレステロール/が/高い/のと/ 、 /尿酸値/も/少し/高く/なって。」
患者 「尿酸値/の/方は/今は/もう/落ち着いて/きて/います。」

医師 「これまで/糖尿病/以外/で/何か/ご病気/と/言われ言われた/こと/あります

か。」
患者 「コレステロール/が/高い/のと/ 、 /尿酸値/も/少し/高く/なって。」
患者 「尿酸値の方は今は/もう/落ち着いて/きて/います。」

医師 「今回は糖尿病の方のコントロールに関してのご相談ですね。」
患者 「はい」
医師 「今、あの、自覚症状で困ってらっしゃることとかありますか？」
患者 「そうですね、特には自覚症状は、何かが痛いとかはないです」

医師 「これまで糖尿病以外で何かご病気はいれたことはありますか。」
患者 「コレステロールが高いとのと、尿酸値も少し高くなって。」
患者 「尿酸値の方は今はもう落ち着いてきています。」
医師 「そうなんですね。わかりました。」
医師 「次に、ご家族で糖尿病と言われたっていう方いらっしゃいます。」
患者 「父方の祖母が亡くなる前に糖尿の合併症に。」
医師 「そうでしたか。」
医師 「体重に関してですが、20歳のときに何キロぐらいだったか覚えてますか。」
患者 「だいたい50キロくらいです。」
医師 「あと今まで人生で一番太ってたので何キロぐらいあったか覚えてます。」
患者「54kgぐらい。」

医師 「今回は糖尿病の方のコントロールに関してのご相談ですね。」
患者 「はい」
医師 「今、あの、自覚症状で困ってらっしゃることとかありますか？」
患者 「そうですね、特には自覚症状は、何かが痛いとかはないです」

記載項目別対話分割

分かち書き

主訴

既往歴

家族歴

体重歴
カルテに定義された
記載項目を主題とする
診察対話範囲の推定

※凡例

記載項目

開発の様子（模擬診察）

1. AI会話音声書面記録の開発

NTTデータとの共同研究



1. AI会話音声書面記録の開発

看護師のスキマ時間を活用し、音声入力により記録業務を効率化

ナースステーション／廊下などで、スキマ時間を活用して記録業務を実施

システムにログイン。

音
声
入
力

カシャ！

ログアウト。

患者を選択する。
記録したい内容
を音声入力する 登録する。

ナースステーション

電
子
カ
ル
テ
反
映

電子カルテ端末上のAIHシステムで音声テキ
ストを確認。必要に応じて修正し、電子カル
テに反映を行う

【看護師の現状】

勤務時間内にまとまった時間を確保することが難しく、
時間外に複数患者をまとめて記録することが多い
⇒時間外勤務の発生

【課題】
記録に要する時間を分散化することで、時間外勤務を削減

【対策】

①勤務時間内の「スキマ時間」を活用する
②音声入力を用いて、手軽に記録を行う
③記録した内容を参照し、電子カルテに反映を行う



1. 海外での入院歴

2. 現在治療中の病気、過去に

かかった病気

3. 身体的・精神的障害

4. 現在服用中の薬

5. 薬剤アレルギー・副作用

6. 宗教上の理由による治療制限

7. 体内への医療系の挿入物

8. 手帳（障害者、療育、精神

障害者保険福祉）の有無

9. 臓器提供意思表示カードの有無

2. タブレットを用いた問診システムの開発・導入

< ① 共通問診票 >

既存の問診票（共通問診表、各科問診票）のデジタル化

※ システム化の例



3. ロボットよる医療従事者の

負担軽減
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1. モノ自動配送ロボット

• 2019年10月から夜間・休日に運用中（薬剤部と救急外来間）。

• 2020年4月より病棟搬送も開始。

• 全病棟との搬送が可能になっている



2. AI自動車いすによる患者の院内移動補助

• 2018年度 院内通路のマップデータ作成、一部トライアル走行施行
• 2019/10月、2020/６月、 2020/8月に院内で試験運用施行
• 2020/9月から院内で本格運用開始（２台）



日本語と英語でプレスリリース



PET/CT
検査室１

PET処置
・準備室

WC

待機室４

待機室
５～１３

出入口

それではご案内してもよろしいでしょう
か？

こちらになります。
それではお休みください。

時間になりましたら、お呼び
いたします。

こちらで座ってお待ちください。

これから検査を行いますので、そ
の前にトイレを済ませて頂きます。

トイレまでご案内します

放射線医薬品を投与された患者を想定

注射が終わりましたので、待機室4番に
行き,水を飲みながらお休み頂きます。

3. ヒト型ロボットによる検査補助システム

日立製作所と共同研究

感染した患者、放射線医薬品を投与された患者など、医療従事者が直接接したくない
状況において活用する。



• 正確な調剤による医療安全面の向上

• 薬剤師が関わる調剤業務を軽減し、病棟関連業務を行う時間の捻出を目的

• 2020年2月末に入院処方用に導入

4. ピッキングロボットによる調剤業務改善

全自動 PTP シート払出装置

YUYAMA Robo-Pick Ⅱ
①導入効果

・営業日のピッキング平均枚数：260枚／日

・SPDの手で1枚の処方箋の完結に要する時間は約90秒/枚

→ SPDの1日 350分に相当

・ほぼ1人分の仕事量に相当

②課題

扱える医薬品の数量・種類に限界がある

稼働実績を増やすため搭載薬品の追加を依頼

外用剤（軟膏チューブ、点眼剤など）が扱える様になれば、対応できる処方が増える

外用剤のピッキングもできるよう依頼。

外来処方は処方日数、種類が多く、頻繁に医薬品の補充が必要で、却って手間がかかる。

半錠処方を払出対象に設定

退院処方を連動対象に加える



4. 患者情報の共有化（遠隔・在宅）
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デジタルで
結果を受け取る

慶應義塾大学病院

クリニック
過去の検査結果も
蓄積できる

医療機関 患者さん

超音波

iOS, Androidアプリ：MeDaCa 
※ App storeからダウンロード可能

2018年度開始

妊婦のエコー検査画像をスマホに送信

2019年度開始

お知らせメッセージ（外来待合呼び出し・院内薬局のお薬準備完了）、

外来検体検査結果、処方情報をスマホに送信

１

患者が、自身の医療データを自分で持つ仕組み作り

1. 患者スマホへのデジタル情報提供



産科外来での妊婦さん
腹部超音波検査画像送信

外来待合でのアプ
リ通知呼び出し

処方箋控送信 くすり情報提供書控
送信

• 慶應病院では、すでに約6,000人以上のユーザがアプリを活用
• 妊婦さんの腹部エコー検査の動画送信も開始予定
• 東京医療センター外来で一部の診療科の呼び出し機能実証検証中
• 産科の遠隔妊婦健診で全面的にアプリを活用開始（６月から開始）
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1. 患者スマホへのデジタル情報提供



肌日記（クラウド）
（アトピー性皮膚炎用アプリ）

きょうのかんせつ（クラウド）
（関節リウマチ）

• 2019/3月末にアプリのクラウド化対応開発
納品済

• 2020年9月からアトピー性皮膚炎外来で本
格運用開始

• 1年間の試験期間中に、120名のモニター患
者からデータ取得、解析予定。

• 2020/3月末にアプリの開発、納品済
（クラウド対応）

• 東京医療センターと慶應病院のリウマ
チ・膠原病外来で運用開始済み、

• フィットビットアプリからデータ連携
して、活動度を取得中

• ７月から患者が研究にエントリー（5
名）、合計目標症例数100例

2. スマホアプリを用いた新しい診療技術の開発

医師側確認用ダッシュボード画面



• 2019年より乳がん術後患者のエントリー開始 80人のエントリーが終了

• 他のがん患者に展開予定（前立腺がん、膵がん）

3. Patient Reported Outcome (PRO)

患者の症状を医療機関と共有



４. 在宅患者モニタリングシステム

１、遠隔妊婦バイタル監視システム

産科外来遠隔診療において、妊婦の
在宅でのバイタル情報を診療に活用
するシステムの構築
（2020/6月からビデオ通話診療とと
もに運用開始）

２、生活習慣病患者の居住環境、食
行動モニタリング

腎臓内分泌代謝内科と共同で、生活
習慣病患者の在宅モニタリング技術
の開発中
（9月から臨床研究プロジェクトを
開始予定）

中部電力との共同研究プロジェクト



2020/7/15 プレスリリース

MeDaCaアプリのビデオ通話機能を使った遠隔妊婦健診

４. 在宅患者モニタリングシステム



「慶應義塾大学病院のAIホスピタル」

近年急速に進歩してきた様々なICT、AI技術を以下に
分類しながら病院内に実装・統合し、実現可能なAIホ
スピタルモデルを構築する。

1. セキュリティーの高い医療情報データベースの構築

2. 自動音声口述筆記によるコミュニケーション支援

3．ロボットによる医療従事者の負担軽減

4. 患者情報の共有化（遠隔・在宅）

これにより、現場の効率化を図りながら良質な医療を提供
していくことを目指している。




